
 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域：学活／道徳

2. 単元(活動)名：ひろいせかいのたくさんの人たちと

3. 授業テーマ(タイトル)と単元目標

授業のテーマ：ちがいって○○だね！

単元目標：自分とは異なる文化に興味をもち、親しもうとする心情を育てる。

関連する学習指導要領上の目標：
「国際理解、国際親善 他国の人々や文化に親しむこと。」
（『小学校学習指導要領』第３章 道徳、第２ 内容 ４主として集団や社会との関わりに関
すること（５）） 

4. 単元の
評価規準

①知識及び技能 外国の文化に興味をもち、親しもうとすることができる。 

②思考力、判断力、
表現力等

外国の文化にふれ、日本との共通点や相違点に気づき、その面
白さや興味をもったことを表現する事ができる。 
今後自分はどう行動したいか考え、表現することができる。 

③学びに向かう力、
人間性等

外国の文化に興味をもち、外国について積極的に知ろうとし
たり、関わろうとしたりしている。 

5. 単元設
定の理由・
単元の意義
（児童/生
徒観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由】 
 普段の児童の様子を見ていると、困っている友達に自然と声をかけられる優し
い面がある中で、自分とは異なる意見や行動に対して、否定的な態度をとる様子が
見られることがあった。国際理解教育は、外国人と仲良くなるだけでなく、外国の
異文化を知ったり、交流したりすることを通して、友達とよりよく過ごすための方
法を学ぶことができるものだと考えた。小学２年生という、日本のこともまだ学び
始めた途中で外国の文化を学ぶことは難しいことかもしれないと感じた。しかし、
長期的に考え、いつか「あのときあんなことを学んだな。聞いたことがあるな。」
と振り返って思い出してもらえればよいと思っている。 
自分と異なる文化に触れ、受け入れようとする経験から、自分とは異なる意見や

行動を肯定的に受け入れようとする態度を育むことができるとよいと思い、本単
元を設定した。 

【単元の意義】 
 世界にはたくさんの人がいて、たくさんの文化があって、認め合いながら生きて
いることを体感しながら、自分とは異なる文化や考えを、肯定的に受け入れること
ができるようになるきっかけとなるのではないかと考える。また、この単元を通し
て、更に他国を知り、親しもうとする気持ちが高まると考える。 

【児童／生徒観】 
 本学年は、男子３０名、女子３４名、計６４名が在籍し、素直で、困っている人
に自然と声をかけられる優しい児童が多い。外国籍の児童が２名いるが、１年生の
頃から一緒に過ごしているため、自然と友達の輪の中に溶け込んでいる。２年生で
あることもあり、授業で世界に関する内容を扱う機会がほとんどないため、児童の
世界への関心は低く、知識も少ない。国際化が進む社会を生き抜いていく力を育む
きっかけとなればと思い、授業を展開していく。 

【指導観】 
 人それぞれ考えは違うというスタンスで、「違いを必ず受け入れていこう」では
なく、あくまでも児童の気持ちや考えを尊重しながら学習を進めていきたい。その
考え方の違いにも視点を当てて、どんな理由で受け入れたくないと思うのかも聞
き、共有することで、色々な考え方があるのだということに気付けるようにしてい
きたい。また、小学２年生が楽しみながら外国を身近に感じられるよう、体験学習
を中心に五感を使って学習を進めていきたい。 

氏名 鶴見 千歳 学校名 
栃木県 

小山市立若木小学校 

担当教科等 全教科 対象学年（人数） 第 2学年（64 名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 2019 年 10 月～12 月（5時間） 



 

6. 単元計画（全５時間）

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 学活 
「つるみ先生
ネパール
へ行く！」

世界への興味
を広げること
ができる。 

・ 世界地図の中から、ネパールを探し、
どんな国なのかイメージをする。

・ ネパールで先生にしてきてほしいミ
ッションを考えることを通して、興
味をもつ。

・ 海外に興味をもつために、何がどこ
から来ているのか世界地図に書き込
んでいく活動をすることを知る。

【授業の様子①】 
（授業後、廊下に世界地図を貼り出し、
何がどこから来ているのか子どもたち
に書き込んでもらった。食べ物や洋服
など、意欲的に取り組んでいた。） 

・パワーポイント
①
・ワークシート①
【資料１】
・世界地図

２ 学活 
「ラムロチ
ャ！ネパー
ル！」

クイズやカル
タを通して、
ネパールにつ
い て 知 っ た
り、興味をも
ったりするこ
とができる。

・ パワーポイントや撮影した写真、動
画を見たり、クイズをしたりするこ
とを通して、ネパールの基本情報や
様子について知る。

・ 現地で撮影した写真を使ったカルタ
で、ネパールの様子を知る。

【カルタの様子】 

・パワーポイント
②
【パワーポイント
②の一部】

・現地で撮影した
写真や動画
・ネパールカルタ

３ 学活 
「ネパリに
なってみよ
う！」 

ネパールの言

語、食べ物、民

族衣装、ティ

カ、音楽を体験

し、外国の文化

に興味をもつ

ことができる。 

・ ラプシーキャンディを食べたり、テ
ィカをつけたり、世界のお金を触っ
たりして、外国の文化を知る。

・ 民族衣装を着る体験をする。
・ 日本と違うところはあるか考え、そ

の違いに対してどう思うか意見を聞
く。

・世界の民族衣装
・ラプシーキャン
ディ
・ティカ
・世界のお金
・ネパール米
・ワークシート②
【資料２】



・ 「レッサムフィリリ」を歌う。 ・レッサムフィリ
リの歌詞カード

４ 
本時 

学活 
「みんなは
どう思
う？」 

異文化を体験
し、そのとき感
じたことから、
「違い」を持つ
人とどう関わ
っていけばよ
いのか、考える
ことができる。 

・ 給食のカレーを手で食べてみる。抵
抗がある児童は、なぜ抵抗があるの
か理由を説明する。

・ 派生図を用いて、自分との「ちがい」
をもつ人とどう関わっていけばよい
のか考える。

・アンケート結果
・パワーポイント
③【資料３】
・ワークシート③
④【資料４】【資料
５】

５ 道徳 
「ひろいせ
かいのたく
さんの人た
ちと」 

ほかの国の
人々や文化に
親しもうとす
る心情を育て
る。 

・ ほかの国から伝わったものについて
話し合う。

・ 外国の食事について調べた主人公の
気持ちを考える。

・ これまでの授業を振り返る。
・ ほかの国のことでもっと知りたいこ

とについて話し合う。
・ これからほかの国の人とどう関わっ

ていくか考える。
・ メッセージ動画を見る。

・これまでの授業
の写真
・ワークシート⑤
【資料６】
・青年海外協力隊
の先生からのメッ
セージ動画

【授業の様子②】 【授業の様子③】 

【児童が作成した派生図】 
 

【派生図を作成する様子】 

【授業の様子④】 



 

7. 本時の展開（４時間目）
本時のねらい：
異文化を体験し、そのとき感じたことから、「違い」を持つ人とどうか変わっていけばよいのか考
える事ができる。

過程・ 

時間 

教員の働きかけ・ 

発問および学習活動・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料 

（教材） 

導入 
（10 分） 

展開 
（25 分） 

まとめ 
（10 分） 

1. 給食のカレーを手で食べた体験について
話し合う。

・ 初めから体験してみると言っていた子。
・ 体験しなかった子。
・ 初めは体験しないと言っていたが、途中か

ら体験してみた子。
・ それぞれの意見を聞く。

2.事前のアンケート結果を提示する。
①「ちがい」をどんなときにかんじるか。
②「ちがい」をかんじたときどうしているか。 

3.本時のめあてを確認する。

4. 「ちがい」に対して否定的な反応をしたと
きに、どういうことが起きるのか派生図を
使って考える。

① もし、自分のクラスに自分と「ちがい」を
もつ子が転校してきて、その子に「変！」
と言ったらどうなるか。

② もし、自分が外国に１人転校して、「変！」
と言われたらどうなるか。

5. これから、自分との「ちがい」をもつ人と
どのように関わっていきたいか、感じた
ことや考えたことをまとめ、発表する。

・ 異文化の実体験から
話し合うことにより、
本時のめあてにスム
ーズに入れるように
する。また、様々な立
場の意見を聞き、多様
な意見に触れさせる。

・ 他のグループの派生
図を見る時間を設け
る。新たな発見には☆
印を付ける。

・ ４での活動を生かし、
自分の考えをまとめ
るようにする。

・アンケー
ト結果
・パワーポ
イント

・模造紙
・マジック

・ワークシ
ート

8. 評価規準に基づく本時の評価方法
[思考力、判断力、表現力等]
・外国の文化にふれ、日本との共通点や相違点に気づき、その面白さや興味をもったことを表現

することができる。（授業の様子）
・今後自分はどう行動したいか考え、表現することができる。（ワークシート）

9. 学習方法及び外部との連携
・ 2 時間目「ラムロチャ！ネパール！」では、現地で撮ってきた写真を使い、カルタを作成して

遊んだ。楽しみながら異文化を学ぶことができた。
・ 3 時間目「ネパリになってみよう」では、JICA 筑波からお借りした民族衣装を使用した。児童

に、国によって色々な服があることを体感しながら楽しんでもらいたいと思い、JICA の方に
相談し、民族衣装の貸し出しを行っていることを知った。授業の中だけではなく、学校祭の発
表でも使用した。かわいい衣装が多かったので、楽しみながら外国に興味をもってもらえる良
い機会になった。

・ 4 時間目「みんなはどうおもう？」では、特定非営利活動法人 NIED・国際理解教育センターの
方にアドバイスをいただいた「派生図」を使って学習を進めた。2年生でも考えられるテーマ
を設定した。グループで多面的に考えられるように、机間指導をして助言をしながら話し合い
を進めた。派生図を使ったことで、多面的に考えたり、自分事として考えやすくしたりするこ
とができた。

・ 5 時間目「ひろいせかいのたくさんの人たちと」では、同期で現在青年海外協力隊としてタン
ザニアに派遣されている先生に協力してもらい、終末にメッセージ動画を見せた。外国と自分
がつながっていることを感じてもらおうと、クラスの児童に宛てた動画を作成してもらった。

「ちがい」をかんじたときにどうしてい

きたいか、じぶんの考えをもとう。 



 

動画では、タンザニアと日本の文化の違いや共通点、タンザニアに行って感じたタンザニアの
良さと日本の良さを伝えてもらった。青年海外協力隊の存在を伝える良い機会になったと共
に、外国から自分たちに宛てたメッセージが来たことを児童はとても喜んでいた。外国をより
身近に感じることができたのではないかと思う。 

・ 少しでも外国に興味を持ってもらえるように、教室に外国に関する本コーナーを設置した。そ
の際、ネパール現地で購入した本や教科書、JICA からお借りした本などを置いた。

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組
・ 帰国してから、ネパールでどんな研修を行ってきたのか、同僚の先生たちに向け、30 分程度

発表の時間をいただいた。
・ どの授業も、校内の先生が自由に入って見てもらえるよう、事前に周知をしておいた。特に 4

時間目の「みんなはどう思う？」は多くの先生に見ていただき、授業の感想や助言をいただく
ことができた。

・ 国際理解教育を進める前に、保護者の理解・協力を得るために、自分の研修の様子とともに、
今後どんな内容で授業を進めていくのか、学年だよりを発行した。また、授業を行った後は、
必ず学年だより（特別号）を発行し、どんな内容で授業を行ったのかを伝え、写真や児童の感
想を入れて、家庭での話題のひとつになるよう意識した。

・ 学校祭の学年発表の際に、これまで行ってきた国際理解教育のまとめとして、民族衣装を着て
発表した。他の学年の児童も興味をもってくれた。

【自己評価】 

11. 苦労した点 ・ 私が勤務する地域は、外国人が多いので、クラスに外国人児童がいても、児

童は違和感なく生活をしている。その中で、あえて「ちがい」について取り

上げることは、今まで当たり前だと思って仲良くしていた児童の関係を複雑

なものにしてしまうのではないかという懸念もあった。しかし、私が伝えた

いことは、見た目の違いだけではなく、考え方や性格なども含めた「ちがい」

であったので、児童の関係に配慮しながら授業を行った。

・ 「ちがい」を肯定的に受け入れることについて考えるのは、低学年には難し

い課題だった。そこで、まずは外国に興味をもってもらうことから始め、本

題に入りやすいようにした。外国に興味を持ってもらうために、教室内に外

国に関する本コーナーを設置したり、絵本の読み聞かせを行ったりした。

12. 改善点 ・ 外国人児童が在籍するクラスで実施する場合、第 4時目の①もし、自分のク

ラスに自分と「ちがい」のある子が転校してきて、その子に「変！」と言っ

たらどうなるか、という問いは違和感があった。

・ 「ちがい」ばかりに視点を当てすぎてしまい、日本とネパールの共通点を見

つける時間が少なくなってしまった。

13. 成果が出た点 今まであまり外国に触れたことがなかった児童が、「外国に行ってみたい！」

「外国人となかよくなりたい。」「もっと調べたい！」と思ってくれたことが大

きな成果だと感じている。図工の作品でもネパールに関係する工作を作ってい

る子がいたり、自主学習で世界の国旗について調べてくる子がいたりするな

ど、関心をもってもらえた。 

 また、「外国は嫌い！」と頑なだった児童に、「ネパール人は日本人が好きな

んだよ。日本語を学びたいっていう人がたくさんいるんだよ。」と話をすると、

「そうなの？それは嬉しい！」と言って、「ネパール人が日本をすきだから、

ぼくもネパールのことを知って食べ方、ようふく、お金、ことばなどを知って

いきたいと思いました。」とワークシートに記入している姿も見られた。 

 手でカレーを食べてみる経験は、大人にとっても抵抗を感じてしまうことだ

が、児童は、これまでの教えである手で食べると行儀が悪い、汚いから「嫌だ

な」という気持ちと「やってみたい」という気持ちの間で悩み、やってみよう

と決めた様子が見られた。 

 以上のことを考えると、「ちがい」を肯定的に受け入れようとする態度が育

まれ、外国に興味をもち、親しもうとする心情を育てることができたのではな

いかと感じている。 



 

14. 学びの軌跡

（児童生徒の反

応、感想文、作

文、ノートなど） 

【ネパリになってみようワークシートより】 

【カレーを手で食べてみる体験】 
 初めから「手で食べてみたい」という子もいれば、「やめておく」という子
もいた。初めはやめておこうと思っていた子も、周りの子が美味しそうに食べ
ているのを見て挑戦した子もいた。 
手で食べてみて肯定的な意見をもった児童が多数だったが、中には「スプー

ンの方がおいしい」という児童もいた。

 手でカレーを食べた日は不思議と、食缶の中のルーやご飯を一滴も一粒も残
さないように児童が頑張っている姿が見られた。理由を聞くと、手で食べると
美味しくてもっと食べたいから、もったいないからということだった。 

【きれいに食べたい！】 



 

【ひろいせかいのたくさんの人たちとワークシートより】 
外国に興味をもち、もっと学びたい！という児童が多数だった。 

15. 授業者によ
る自由記述

「私も、協力隊に行きたいと思っていたことがあります。」「子どもが家でよ
くネパールの話をしています。」など、児童だけではなく、保護者から色々な
話を聴くことができたことや、学校でカレーを手で食べる体験をする前に、家
で練習してみたという子が何人かいて、家族みんなで興味をもってくれている
様子が見られたことが嬉しく、やってよかったと思った。 
2 年生で国際理解教育を展開することは難しさもあったが、一方で、正直な

答えをたくさん聞くことができ、貴重だった。「なぜ手で食べたくないのか」
や、「エスカルゴを食べるフランス人をどう思うか」など、児童との話し合い
が盛り上がる機会が多々あり、様々な意見を聞くことができて楽しかった。児
童も初めて考えることがたくさんあったので、楽しそうだった。 
6 年生では社会科で JICA が取り上げられている単元があるので、他の先生

が作成してくださったメッセージ動画を使って、今後も飛び込みで授業をして
いきたいと思っている。 

参考資料： 
・ ちびむすドリル、https://happylilac.net/syogaku.html#collabo （世界地図）
・ 『よりよい未来をともに学び・ともに創る ファシリテーターのための参加型アクティビティ集

コミュニケーション編−他者に関わる力を育もう−』久世治靖 佐藤かおり 田口裕晃 鉄井宣人
二宮由布子 吉岡嗣晃 執筆、特定非営利活動法人 NIED・国際理解教育センター

・ 『手で食べる？』森枝卓士 著、福音館書店



添付資料： 

【資料１】ワークシート① 【資料２】ワークシート② 

【資料３】パワーポイント③ 



【資料４】ワークシート③ 【資料５】ワークシート④    

【資料６】ワークシート⑤ 
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